
沖縄県公安委員会定例会会議録（令和５年11月30日）

１ 主な報告等

(1) 令和５年第４回沖縄県議会（11月定例会）補正予算（案）について

委員から、施設の建設に関しては、予算の要求にとどまることなく、施設の長寿命化

のほか、多様な意見を取り入れて機能性・利便性の向上に配意してもらいたい旨の発言

がありました。

(2) 安全・安心なサイバー空間の実現に向けた取組について～令和５年度サイバー犯罪

防犯情報連絡会議の開催～

委員から、今後も県警察と県内金融機関の間で連携を密にし、サイバー犯罪被害の未

然防止に向け協力して取り組んでもらいたい旨の発言がありました。

(3) 警察庁指定広域技能指導官（職務質問）による特別講演会について～大阪府警察の

技能指導官による職質伝承～

委員から、講演から得た職務質問に関する知識や技術を職員自身が昇華させること

で、県内の犯罪抑止につながっていくと思う。技能向上に向けた良い取組なので、今後

も取り組んでいただきたい旨の発言がありました。

(4) 南城市における殺人事件被疑者の検挙について

委員から、高い警察力により被疑者を早期に検挙したことを評価する旨の発言があり

ました。

(5) 琉球大学及び沖縄県庁に対する経済安保講話の実施について

委員から、警察の方でアカデミアや行政機関等に働きかけてアウトリーチ活動を行う

ことは、経済安全保障の重要性を当事者に意識づける良い機会になると思う。技術情報

等の流出防止のため、今後も継続して取り組んでいただきたい旨の発言がありました。

(6) 北朝鮮による人工衛星ロケット打ち上げに伴う警戒警備の状況について

委員から、被害がなく良かったが、今後も不測の事態に備え情報収集などの警戒活動

を実施してもらいたい旨の発言がありました。

(7) その他

警察本部から、公安委員会の承認を得ない道路標識に基づいて道路交通法違反の取

締りを行っていた事案を踏まえて、警察活動には県民の権利を制約する性格があること

から、職務執行の基準となる部分において警察活動の正当性が揺らぐことがないよう、

組織として内部統制をしっかりと行い各種警察活動に取り組んでまいりたい旨の発言が

ありました。

２ 主な決裁等

(1) 警務部

・ 監察関係報告

・ 審査請求関係報告



・ 公安委員会あて文書の受理について

(2) 地域部

・ 行政処分について

(3) 交通部

・ 自動車運転免許の行政処分について

(4) 警備部

・ 援助要求について


